
平成29年度公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業（伊江村）

伊江村役場

災害時の指定避難所である村内小中学校
３箇所にアクセスポイントを１３台設置

赤枠内が補助対象として整備したもの

認証サーバ
VPNルータ
L2スイッチ
コントローラ

プロキシサーバ

総事業費：5597.4万円
補助申請額：3680.1万円
補助対象事業費：5520.2万円
整備箇所数：46箇所

（うち屋内型等アクセスポイント42台）
（うち屋外型アクセスポイント4台）

災害時の指定避難所である村内公民館等の
村内公共施設１４箇所にアクセスポイントを

３３台設置

伝送路として
光ファイバケーブルを敷設

平時における活用

村内事業者（映像コンテンツ制作）と
連携し、行政、教育、観光情報の映
像等による配信や議会中継映像の
配信をおこなう。

村内事業者（ＩＣＴ指導員派遣）と
連携し、小中学校でのＩＣＴの教育
分野における活用等をおこなう。

R2.4.1 現在

事業主体 伊江村 目的
伊江村における台風等の災害発生時、発災時～避難所開設～避難
所移転・集約～避難所閉鎖までの期間を通じ、地域住民の避難行
動、避難所での情報支援を行う。

事業概要
村内の避難所にWi-Fiアクセスポイントを整備し、災害関連情報の提供、緊急事態時の重層的な
インターネット接続手段の一環を提供することを可能とし、防災・減災に資する地域防災計画の
一要素とする。また、平時における活用方法として、映像等による情報配信を村内事業者と密に
連携して実施することで、村民や観光客の利便性の向上を目指す。
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